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いる。また、SG-I 粒子中のローダミン 6G について、深さ方向の蛍光強度プロファイルの時間依存性を粒
子外と粒子内に対する拡散方程式を用いてシミュレーションし、粒子内拡散係数（Dp）の決定を行ってい
る（pH = 2の SG-I/水溶液系では Dp = 5 x 10-9 cm2/s）。さらに 2-プロパノールを水溶液に添加することで
SG-I粒子中のローダミン 6Gの分配係数を変化させ、Dpについて細孔溶液中を拡散するポア拡散と細孔
壁に沿って拡散する表面拡散に分離して解析している。この系では、細孔壁に存在する吸着サイトが離
散的であるため表面拡散が起こりにくく（< 10-10 cm2/s）、ポア拡散が支配的であることを解明している。 
 シリカゲルの細孔表面をオクタデシル基で化学修飾した ODS シリカゲルの粒子内拡散は非常に速く、
上記の手法では観測できない。そこで粒子の中心に高強度のレーザー光を照射して、分配平衡にある色
素を退色させて非平衡状態を形成し、その回復過程を観測することで粒子内拡散を直接観測・解析する
手法開発を行っている。本手法を用いて、細孔直径が 12 nm で粒径が数十µm の球状 ODS シリカゲル
粒子を水溶液中に添加した系におけるクマリン 102の Dpは、2.5 x 10-8 cm2/s と決定している。ポア-表面






























 平成 29 年 2 月 16 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
